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(54)【発明の名称】 ＥＬディスプレイ装置

(57)【要約】
【課題】  基板に対して引き出しパッド部を成膜する場
合におけるずれの許容量を大幅に大きくすることができ
るＥＬディスプレイ装置を提供すること。
【解決手段】  ガラス基板１上には、ＩＴＯによる陽極
線をストライプ状に形成した後、蛇行状になされた隔壁
４，４Ａが前記基板上に突出して形成される。続いて、
ＥＬ材料層ならびに金属層６が、例えば蒸着手段により
順に成膜され、これにより金属層６は前記隔壁４により
分断されて、ストライプ状の陰極線６ａ，６ｂ，６ｃが
形成される。最後に陰極線に導通する引き出しパッド部
７が形成されるが、各陰極線に対する引き出しパッド部
７の形成位置にずれが発生して、引き出しパッド部７が
隣接する陰極線に跨がるように成膜されても、蛇行状に
形成された隔壁４，４Ａによって分断され、隣接する陰
極線間の短絡を防止することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に配置されストライプ状になされ
た複数の第１電極線と、前記第１電極線と交差する方向
に伸長し前記基板上に突出して形成された複数の隔壁
と、少なくとも前記各隔壁間に成膜されたＥＬ材料層
と、前記ＥＬ材料層上に積層され複数の前記隔壁の間に
おいて前記第１電極線と交差する方向に伸長する複数の
第２電極線とが備えられたＥＬディスプレイ装置であっ
て、
前記各隔壁は、その一端部側および他端部側において、
隣接する隔壁が同様の隔壁によって交互に連結されて蛇
行状に形成されると共に、前記一端部側および他端部側
において連結する隔壁が形成されない位置において、前
記第２電極線に導通する引き出しパッド部が前記基板の
端部に交互に形成されてなるＥＬディスプレイ装置。
【請求項２】  前記基板上に突出して形成された蛇行状
の隔壁にはオーバーハング部が形成され、隔壁の長手方
向に直交する断面形状がほぼ逆等脚台形を形成してなる
請求項１に記載のＥＬディスプレイ装置。
【請求項３】  前記基板ならびに複数の第１電極線が、
光透過性の素材により構成された請求項１または請求項
２に記載のＥＬディスプレイ装置。
【請求項４】  前記ＥＬ材料層に、有機化合物材料を含
む請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のＥＬディ
スプレイ装置。
【請求項５】  前記第２電極線に導通する引き出しパッ
ド部が、蒸着手段によって基板の端部に形成されてなる
請求項１ないし請求項４のいずれかに記載のＥＬディス
プレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、ＥＬ（エレクト
ロルミネッセンス）材料、特に有機ＥＬ材料の薄膜から
なる発光層を備えたＥＬディスプレイ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶ディスプレイに代わる高品質表示お
よび薄型化が可能な自発光型のディスプレイとして、有
機ＥＬディスプレイが一部において実用化されている。
これは、ＥＬディスプレイに用いられる発光層に、良好
な発光特性を期待することができる有機化合物を使用す
ることによって、実用に耐え得る高効率化および長寿命
化が進んだことが背景にある。
【０００３】前記した有機ＥＬディスプレイは、有機Ｅ
Ｌ発光層を挟んで複数本の第１電極線と、複数本の第２
電極線とが互いに交差（直交）するようにして基板上に
積層された構成になされている。そして、前記したＥＬ
ディスプレイを構成する表示パネルに対して駆動信号を
供給するために、ＥＬ表示パネルの各電極線に対応して
引き出しパッド部が形成される。この引き出しパッド部
に対してＦＰＣ（フレキシブル回路基板）が、例えば熱
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圧着等の方法により電気的に接続され、当該ＦＰＣを介
してドライブ回路からの駆動信号が表示パネルに対して
供給されるように構成される。
【０００４】ところで、前記した有機ＥＬディスプレイ
装置は、一般的にガラス等の光透過性の基板上に、同じ
く光透過性の素材であるＩＴＯ（インジウム錫酸化物）
等による透明の第１電極がストライプ状に形成される。
そして、前記第１電極線と交差する方向に複数の電気絶
縁性の隔壁を突出して形成し、各隔壁間に有機ＥＬ材料
層を成膜し、さらに隔壁の間における有機ＥＬ材料層の
上に金属製の第２電極線を成膜するようになされる。こ
の場合、一般的には前記第１電極線が陽極線を構成し、
第２電極線が陰極線を構成する。
【０００５】前記した構成のＥＬディスプレイ装置にお
いては、複数の電気絶縁性の隔壁を予め突出して形成し
ておくことにより、この上に有機ＥＬ材料を蒸着し、さ
らに第２電極線が形成されることになる金属素材を、例
えば抵抗加熱蒸着法を用いて順に蒸着させることで、突
出された前記隔壁を介して陰極線としての第２電極線が
機械的にまた電気的にセパレートされて隔壁の間にスト
ライプ状に形成される。したがって、前記隔壁は陰極隔
壁とも呼ばれている。
【０００６】前記のようにして構成されたディスプレイ
パネルには、前記電極線の端部において、蒸着マスクを
用いて引き出しパッド部が蒸着され、この引き出しパッ
ド部を利用して前記したＦＰＣが例えば熱圧着等の方法
により電気的に接続される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ところで、電極線の端
部に引き出しパッド部を蒸着するに際しては、前記した
ように蒸着マスクを利用することになるが、この場合、
基板に対する蒸着マスクのずれや、いわゆる蒸着ボケが
発生した場合には、蒸着される引き出しパッド部が相互
に隣接する２本の電極線に跨がって成膜されることがあ
り、これにより引き出しパッド部を介して２本の電極線
が電気的に短絡状態になるという問題が発生し得る。
【０００８】図５は、その様子を示したものであり、デ
ィスプレイパネルの隅角端部を拡大して示したものであ
る。そして、図５（Ａ）は正常な状態を、また図５
（Ｂ）は蒸着マスクのずれにより、引き出しパッド部を
介して２本の電極線が短絡状態になされた場合を示して
いる。この図５における符号１はガラス基板を示してお
り、また符号４は互いに平行状態に形成された前記した
陰極隔壁を示している。
【０００９】そして、符号６は蒸着により形成された例
えばアルミ合金層を示しており、このアルミ合金層は、
突出して形成された前記陰極隔壁４によって、高さ方向
で分断されて陰極隔壁４の間にそれぞれ独立した第２電
極線（陰極線）６ａ，６ｂ，６ｃ，……が成膜された状
態を示している。したがって、前記した第１電極線およ
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3
び有機ＥＬ材料層は、これらにより隠蔽されており、図
５には示されていない。
【００１０】このように成膜された状態で、最後にハッ
チングで示した引き出しパッド部７がそれぞれの陰極線
６ａ，６ｂ，６ｃ，……の端部において、蒸着マスクを
用いて成膜される。この場合、各引き出しパッド部７
は、図５（Ａ）に示されたように各陰極隔壁４によって
区画された陰極線６ａ，６ｂ，６ｃ，……のほぼ中央部
において、各陰極線に対してそれぞれ電気的に導通する
ように蒸着される。しかしながら、蒸着マスクの設定位
置にずれが生じた場合には、図５（Ｂ）に示されたよう
に引き出しパッド部７は、各陰極隔壁４を跨いで成膜さ
れるような状態が発生する。
【００１１】したがって、図５（Ｂ）に示されたように
各引き出しパッド部７が、各陰極隔壁４を跨いで成膜さ
れた場合においては、それぞれの引き出しパッド部７
は、その端部において、２本の陰極線に接続されること
になり、この２本の陰極線は電気的に短絡状態となる。
この様な状態が発生した場合には、当然ながらディスプ
レイパネルの正常な発光作用は期待できなくなる。した
がって、従来のＥＬディスプレイ装置においては、蒸着
マスクが設定される場合のずれの許容量は、図５（Ａ）
に“α”として示す幅となる。
【００１２】特に昨今においては、表示画面の解像度を
上げるために、電極線の間隔をより狭くし、発光表示さ
れる各ドットをより小さく構成する要請が高まってお
り、これに応じて、前記したように引き出しパッド部を
介して２本の電極線が短絡状態になされる度合いが益々
多くなる。
【００１３】この発明は、前記した問題点に着目してな
されたものであり、基板に対して各引き出しパッド部を
成膜する場合におけるずれの許容量を大幅に大きくする
ことができ、これにより、前記したような２本の電極線
が短絡状態になされる問題を解決することができるＥＬ
ディスプレイ装置を提供することを目的とするものであ
る。
【００１４】
【課題を解決するための手段】前記した目的を達成する
ためになされたこの発明にかかるＥＬディスプレイ装置
は、基板上に配置されストライプ状になされた複数の第
１電極線と、前記第１電極線と交差する方向に伸長し前
記基板上に突出して形成された複数の隔壁と、少なくと
も前記各隔壁間に成膜されたＥＬ材料層と、前記ＥＬ材
料層上に積層され複数の前記隔壁の間において前記第１
電極線と交差する方向に伸長する複数の第２電極線とが
備えられたＥＬディスプレイ装置であって、前記各隔壁
は、その一端部側および他端部側において、隣接する隔
壁が同様の隔壁によって交互に連結されて蛇行状に形成
されると共に、前記一端部側および他端部側において連
結する隔壁が形成されない位置において、前記第２電極
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線に導通する引き出しパッド部が前記基板の端部に交互
に形成された点に特徴を有する。
【００１５】この場合、前記基板上に突出して形成され
た蛇行状の隔壁には、好ましくはオーバーハング部が形
成され、隔壁の長手方向に直交する断面形状がほぼ逆等
脚台形を形成した構成とされる。そして、好ましい実施
の形態においては、前記基板ならびに複数の第１電極線
が、光透過性の素材により構成され、また前記ＥＬ材料
層に、有機化合物材料を含む構成とされる。さらに、前
記引き出しパッド部が、蒸着手段によって基板の端部に
形成された構成とされる。
【００１６】前記したように構成されたＥＬディスプレ
イ装置によると、隔壁の一端部側および他端部側におい
て、隣接する隔壁が同様の隔壁によって交互に連結され
て蛇行状に形成されているので、たとえ、隣接する電極
線の両者に跨がるように、引き出しパッド部が成膜され
ても、隣接する隔壁の端部において連結された隔壁部分
が、成膜された引き出しパッド部を電気的に分断（絶
縁）するようになされる。したがって、前記した従来の
ように隣接する２本の電極線が引き出しパッド部によっ
て短絡状態になされるのを効果的に防止することができ
る。
【００１７】この場合、基板に対して突出して形成され
た前記隔壁に、オーバーハング部を形成し、隔壁の断面
形状がほぼ逆等脚台形となるように構成することで、例
えば有機ＥＬ発光層および第２電極線を蒸着により成膜
する場合において、オーバーハング部を有する隔壁は、
隔壁頂上部分が金属流の軒として作用し、特に隣接する
同士の第２電極線間の短絡を効果的に防止する。
【００１８】また、隣接する電極線の両者に跨がるよう
に、引き出しパッド部が成膜される場合であっても、オ
ーバーハング部を有する前記隔壁は、隔壁頂上部分が金
属流の軒として作用し、所定の位置よりもずれて成膜さ
れた引き出しパッド部の電気的な絶縁を効果的に確保す
ることができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、この発明にかかるＥＬディ
スプレイ装置について、図に示す実施の形態に基づいて
説明する。図１はＥＬディスプレイパネルの中央部を省
略し、左右の隅角端部を拡大して示したものである。そ
して、前記した図５に示した状態と同様に、ガラス基板
１上に予め隔壁４を形成し、これに対して、蒸着により
有機ＥＬ材料層および例えばアルミ合金層６を蒸着した
状態を示している。
【００２０】この実施の形態においては、基板１上に突
出して形成された陰極隔壁４は、それぞれストライブ状
に配置されると共に、その一端部側および他端部側にお
いて、同様の隔壁４Ａによって交互に連結されて蛇行状
に形成されている。これにより、蒸着されたアルミ合金
層６は、ストライブ状に配置され各陰極隔壁４によって
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5
高さ方向で分離されて、陰極隔壁４の間にそれぞれ独立
した第２電極線（陰極線）６ａ，６ｂ，６ｃ，……が形
成される。
【００２１】そして、図１に示されたように、蛇行状に
形成された隔壁において、交互に隔壁４を連結する同様
の隔壁４Ａが形成されない位置において、第２電極線６
ａ，６ｂ，６ｃ，……に導通する引き出しパッド部７が
前記基板１の端部に交互に形成されている。
【００２２】図３は前記した構成のディスプレイパネル
の製造工程について、その一例を説明するものである。
なお、図３に示す状態は図１におけるａ－ｂ線より矢印
方向に見た状態の断面図で示している。まず図３（Ａ）
に示すように透明のガラス基板１上に第１電極線２がス
トライプ状に形成される。この第１電極線２としては、
仕事関数が比較的高く透明な素材としてＩＴＯが用いら
れ、一般的なフォトリソ法を用いることで、パターニン
グされる。そして、例えば高分子ポリイミドを所定の膜
圧となるようにスピンコーティングし、露光および現像
することにより、絶縁層３がマトリクス状に形成され
る。
【００２３】続いて、絶縁層３上に陰極隔壁４およびこ
れらの端部を交互に連結する隔壁４Ａを形成することに
なるが、ここでは、故意にＵＶ光の透過性を低くしたリ
フトオフ用ネガ形フォトレジストをスピンコーティング
し、プリベークする。そして、蛇行状の光透過スリット
を備えたハードクロムマスクを介してＵＶ光を照射し露
光する。この際、前記したフォトレジストはＵＶ光の透
過率が低いため、深さ方向で現像液に対する溶解性の差
が生ずる。したがって、基板にアルカリ現像液をスプレ
ーシャワーすることにより現像性の差によって、図３
（Ｂ）に示すようにオーバーハング部４ａを有する陰極
隔壁４が基板１に突出して形成される。この様なオーバ
ーハング部４ａは、各陰極隔壁４の端部を交互に連結す
る前記した隔壁４Ａにも同様に形成される。
【００２４】これにより、各陰極隔壁４、およびこれら
を交互に連結する前記した隔壁４Ａにおける長手方向に
直交する断面形状は、ほぼ逆等脚台形を形成した構成に
なされる。図４は、前記した工程によって形成された基
板構造の様子を示したものであり、図１における直交す
るａ－ｃ線より切断し、矢印方向に見た状態を斜視図で
示している。なお、図４に示す符号は、既に説明した各
部の符号と同一符号が用いられている。
【００２５】このように、各陰極隔壁４の長手方向に直
交する断面形状がほぼ逆等脚台形を形成した構成とする
ことにより、後述する第２電極線（陰極線）を成膜する
場合において、陰極隔壁４により隣接する各陰極線間が
分断されて十分な絶縁性を確保することができる。ま
た、各陰極隔壁４を蛇行状に連結する隔壁４Ａについて
も、同様に断面形状がほぼ逆等脚台形を形成した構成と
することにより、後述する各引き出しパッド部が所定の
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位置よりもずれて成膜される場合において、隣接する陰
極線間の機械的な接続を効果的に分断し、電気的に絶縁
することができる。
【００２６】続いて、前記した蛇行状の一連の隔壁４，
４Ａの形成後において、図３（Ｃ）に示すように有機Ｅ
Ｌ材料層５が、例えば抵抗加熱蒸着法によって成膜され
る。この場合、有機ＥＬ材料層５が隔壁４の間に成膜さ
れると共に、前記した隔壁４の上部にも符号５′として
示したように成膜される。さらに、図３（Ｄ）に示すよ
うに、アルミ合金層６が例えば抵抗加熱蒸着法によって
成膜される。
【００２７】この場合、アルミ合金層６は隔壁４の間に
成膜された前記有機ＥＬ材料層５の上に成膜されると共
に、前記した隔壁４の上部に成膜された有機ＥＬ材料層
５′の上にも符号６′として示したように成膜される。
しかしながら、隔壁４の上部に成膜される前記各層
５′，６′はディスプレイパネルとしての発光作用には
寄与しない。
【００２８】前記したアルミ合金層６の成膜によって、
隔壁４に挟まれた領域にそれぞれ第２電極線６ａ，６
ｂ，６ｃ，……が互いに分離されて形成され、これがス
トライブ状の各陰極線となる。また、有機ＥＬ材料層５
は、互いに交差する第１電極線（陽極線）２と、第２電
極線（陰極線）６との間においてマトリクス状に発光素
子が配列された構成になされる。
【００２９】そして最後に、図１に示したように、連結
する隔壁４Ａが形成されない位置において、蒸着マスク
を利用して各第２電極線６ａ，６ｂ，６ｃ，……に導通
する引き出しパッド部７が、それぞれ前記基板１の端部
に沿って交互に蒸着により形成される。前記基板１の両
端部に形成された引き出しパッド部７には、それぞれ前
記したようにＦＰＣが、例えば熱圧着等の方法により電
気的に接続され、当該ＦＰＣを介してドライブ回路から
の駆動信号が表示パネルに対して供給されるように構成
される。
【００３０】図２は、前記した構成において、引き出し
パッド部７が蒸着ずれを起こした状態を示している。な
お、図２においては、基板１の一方の隅角部のみを拡大
して示しており、それぞれの符号は、図１に示された部
分に対応して同一の符号が用いられている。ここで、引
き出しパッド部７が蒸着ずれを起こし、引き出しパッド
部７が図２に示したように、２つの陰極線６ａおよび６
ｂを跨ぐように成膜されても、前記した陰極隔壁４およ
びこれに連結する隔壁４Ａの存在により、陰極線６ｂに
かかる成膜部分は、陰極線６ａにかかる部分に対して機
械的にならびに電気的に分断される。すなわち、図２に
示すように引き出しパッド部７は、陰極線６ａのみに接
続されることになる。
【００３１】したがって、引き出しパッド部７の蒸着ず
れの許容量は、図５（Ａ）に“α”として示す幅よりも
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遥かに大きくとることができることになる。換言すれ
ば、表示パネルの解像度を上げるために、電極線間のピ
ッチがより狭く形成される場合であっても、引き出しパ
ッド部７の蒸着ずれによって発生する電極線間の短絡は
確実に防止することが可能となる。
【００３２】
【発明の効果】以上の説明で明らかなように、この発明
にかかるＥＬディスプレイ装置によると、隣接する隔壁
を同様の隔壁によって交互に連結して蛇行状に形成する
ように構成したので、各隔壁間に形成される電極線に対
する引き出しパッド部の形成位置に例えばずれが発生し
ても、隣接する電極線間の短絡を防止することができ、
この種のＥＬディスプレイ装置の製造時の歩留りを向上
させることに寄与できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明にかかるＥＬディスプレイ装置の中央
部を省略し、左右の隅角端部を拡大して示した平面図で
ある。
【図２】図１に示すＥＬディスプレイ装置において、引
き出しパッド部が蒸着ずれを起こした場合の隅角部のみ
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を示した平面図である。
【図３】図１に示すディスプレイ装置の製造工程の一例
を説明する積層構造図である。
【図４】図３に示す製造工程の途中の段階における基板
構造の様子を示した斜視図である。
【図５】従来におけるＥＬディスプレイ装置において、
引き出しパッド部が正常に蒸着された場合および蒸着ず
れを起こした場合をそれぞれ示す隅角部の拡大平面図で
ある。
【符号の説明】
１                基板
２                第１電極線（陽極線）
３                絶縁層
４                陰極隔壁
４Ａ              隔壁
４ａ              オーバーハング部
５                有機ＥＬ材料層
６                アルミ合金層
６ａ，６ｂ，６ｃ  第２電極線（陰極線）
７                引き出しパッド部

【図１】
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